Note on American Nurses' Association's Criteria for Approval of Self-Directed Continuing Education by 宮脇, 陽三
研
究
ノ
l
ト
米
国
看
護
協
会
に
よ
る
自
己
決
定
的
継
続
教
育
の
認
定
基
準
要
旨
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司
自
己
決
定
的
継
続
教
育
案
内
L
は
、
成
人
教
育
の
範
例
と
し
て
き
わ
め
て
適
切
で
あ
る
。
こ
の
看
護
学
に
つ
い
て
の
「
白
己
決
定
的
継
続
教
育
」
(
日
主
任
5
2
E
gロ
5
5口四
の
認
定
基
準
は
、
看
護
学
だ
け
で
な
く
、
福
祉
学
や
教
育
学
や
巾
〔
]
口
門
戸
片
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ロ
)
法
学
や
医
学
生
寸
の
専
門
分
貯
に
お
け
る
現
職
研
修
の
指
針
と
し
て
も
符
易
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
内
容
目
次
看
護
学
に
お
け
る
白
己
決
定
的
継
続
教
育
の
意
味
白
己
決
定
的
継
続
教
育
に
つ
い
て
の
米
国
看
護
協
会
の
基
本
方
針
自
己
決
定
的
学
宵
活
動
に
お
け
る
報
告
書
作
成
の
目
的
四
自
己
決
定
的
学
宵
活
動
の
定
義
方:
自
己
決
定
的
学
習
活
動
の
例
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町
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自
己
設
計
に
よ
る
自
己
決
定
的
学
習
過
程
ム
円
己
設
計
・
自
己
決
定
的
学
習
計
画
書
の
認
定
基
準
七資
料
に
つ
い
て
の
所
見
主
要
な
学
術
用
語
(
キ
ー
ワ
ー
ド
)
米
国
看
護
協
会
、
白
己
決
定
的
継
続
教
育
、
自
己
決
定
的
学
宵
活
動
、
自
己
設
計
・
自
己
決
定
的
学
習
過
程
看
護
学
に
お
け
る
自
己
決
定
的
継
続
教
育
の
意
味
米
国
看
護
協
会
は
看
護
教
育
の
基
準
を
開
発
し
、
適
切
な
措
置
に
よ
っ
て
、
こ
の
基
準
の
求
認
を
得
て
、
実
施
す
る
方
法
を
実
現
す
る
責
任
が
あ
る
。
看
護
教
育
に
は
「
基
礎
教
育
と
大
学
院
教
育
と
紋
杭
教
育
」
(
ケ
ω
H
H
)
が
あ
る
。
米
国
看
護
協
会
に
よ
る
自
己
決
定
的
継
続
教
育
の
認
定
装
準
ニ
円
脇
陽
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教
育
学
部
論
集
第
八
号
二
九
九
七
年
三
月
)
看
護
学
の
継
続
教
育
は
、
公
衆
の
保
健
の
改
善
を
め
ざ
し
て
、
看
護
の
実
務
や
教
育
や
研
究
の
向
上
に
よ
っ
て
、
公
認
看
護
婦
の
知
識
と
技
能
と
態
度
の
開
発
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た
計
画
的
で
組
織
的
な
学
習
経
験
で
構
成
さ
れ
る
。
広
義
で
は
継
続
教
育
と
は
既
得
の
知
識
や
技
能
や
態
度
の
基
礎
の
上
に
積
み
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
修
正
し
て
い
く
生
涯
学
習
過
程
な
の
で
あ
る
。
継
続
教
育
の
構
成
と
内
容
は
、
看
護
実
務
か
ら
の
要
請
に
応
ず
る
と
と
も
に
、
看
護
職
員
の
職
能
開
発
と
い
う
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
弾
力
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
己
決
定
的
継
続
教
育
に
つ
い
て
の
米
国
看
護
協
会
の
基
本
方
針
米
国
看
護
協
会
(
〉
Z
と
に
よ
る
自
己
決
定
的
継
続
教
育
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
は
、
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
①
看
護
実
務
能
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
継
続
教
育
は
重
要
で
あ
る
②
看
護
学
部
の
教
授
同
に
は
、
学
生
が
看
護
職
は
生
涯
学
習
を
必
要
と
す
る
保
健
職
で
あ
る
と
認
識
す
る
の
を
援
助
す
る
責
任
が
あ
る
。
③
一
人
ひ
と
り
の
看
護
婦
の
人
間
的
成
長
と
職
業
的
能
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、
継
続
教
育
は
必
要
で
あ
る
。
④
看
護
学
の
概
念
や
理
論
の
伝
達
と
、
看
護
の
理
論
と
実
践
の
統
合
を
、
継
続
教
育
は
促
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑤
継
続
教
育
の
担
当
教
員
は
、
提
供
す
る
教
育
内
容
の
有
効
性
を
た
え
ず
査
ヨ白
ノl
定
し
、
定
期
的
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑥
継
続
教
育
の
担
当
教
員
は
、
基
礎
教
育
や
大
学
院
教
育
に
お
け
る
看
護
学
の
知
識
や
能
力
が
現
場
で
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
の
評
価
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑦
継
続
教
育
は
成
人
学
習
理
論
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
う
え
米
国
看
護
協
会
に
は
、
各
州
看
護
協
会
に
よ
る
「
継
続
教
育
の
許
認
可
業
務
」
(
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し
て
、
(VF克
明
》
と
い
う
)
(
ケ
ω
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)
の
企
画
と
指
導
を
援
助
す
る
責
任
が
あ
る
。
⑧
継
続
教
育
活
動
の
認
定
基
準
の
開
発
⑨
継
続
教
育
が
看
護
実
務
に
及
ぼ
す
影
響
を
評
価
す
る
し
く
み
の
企
画
⑮
相
談
助
言
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
し
か
し
現
職
看
護
婦
の
継
続
教
育
へ
の
要
求
は
、
全
国
的
な
規
模
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
継
続
教
育
に
対
す
る
共
通
の
要
求
を
評
価
し
た
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
要
求
を
最
も
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
米
国
看
護
協
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
要
求
の
中
に
は
、
看
護
婦
や
看
護
婦
団
体
に
共
通
の
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
、
看
護
に
対
す
る
国
家
の
立
法
活
動
に
つ
い
て
の
知
識
も
含
ま
れ
て
い
る
。
米
国
看
護
協
会
は
継
続
教
育
の
担
当
責
任
者
で
あ
り
、
看
護
実
務
基
準
の
普
及
や
、
そ
の
実
施
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
継
続
教
育
が
職
業
的
実
務
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
の
、
最
終
的
責
任
と
社
会
的
評
価
(
ア
カ
ウ
ン
タ
ピ
リ
テ
ィ
l
)
は、
人
ひ
と
り
の
看
護
婦
に
依
存
し
て
い
る
。
し
か
し
職
務
的
に
も
地
理
的
に
も
隔
離
さ
れ
た
地
域
で
仕
事
を
し
て
い
る
看
護
婦
が
多
い
た
め
に
、
継
続
教
育
へ
の
参
加
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
う
え
一
人
ひ
と
り
の
看
護
婦
は
異
な
る
学
習
方
法
で
学
習
し
て
お
り
、
ま
た
自
分
自
身
の
速
度
で
、
自
分
が
興
味
を
持
ち
、
自
分
の
学
習
要
求
に
関
係
し
た
事
柄
を
学
習
し
て
い
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
の
学
習
の
動
機
づ
け
や
学
習
用
意
性
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
継
続
教
育
で
は
伝
統
的
な
学
習
方
法
、
例
え
ば
演
習
や
実
習
の
方
法
は
利
用
で
き
な
い
し
、
ま
た
特
定
の
人
の
学
習
要
求
や
学
習
形
態
と
し
て
は
適
切
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
自
己
決
定
的
学
習
活
動
」
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日
何
回
円
三
ミ
)
(
ケ
出
ω)
イ
二
ン
ア
チ
プ
と
は
学
習
者
が
学
習
過
程
に
自
発
性
と
責
任
を
持
つ
よ
う
な
活
動
で
あ
る
。
自
己
決
定
的
学
習
は
学
習
者
自
身
が
設
計
す
る
か
、
他
者
が
設
計
し
た
方
法
で
行
わ
れ
る
。
た
い
て
い
の
人
は
な
ん
ら
か
の
自
己
決
定
的
学
習
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
計
画
的
に
構
成
さ
れ
た
自
己
決
定
的
学
習
で
あ
っ
た
り
、
そ
、
つ
で
な
い
こ
と
も
あ
る
。
自
己
決
定
的
学
習
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
最
も
効
果
的
な
方
法
で
学
習
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
自
己
決
定
的
学
習
の
最
大
の
利
点
は
、
学
習
者
オ
プ
ν
ヨ
ン
に
特
定
の
学
習
要
求
に
応
じ
た
選
択
権
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
継
続
教
育
組
織
に
義
務
的
に
、
ま
た
は
自
発
的
に
参
加
す
る
看
護
婦
は
、
学
習
活
動
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伝
統
的
方
法
に
よ
る
学
習
に
お
い
て
は
「
報
告
書
作
成
」
(
E
2
E
B円
)
(
ケ
出
ω)
は
比
較
的
に
容
易
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
時
間
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
学
業
の
成
功
が
保
証
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
尺
度
、
例
え
ば
知
識
や
技
能
や
態
度
で
の
変
容
を
証
明
す
れ
ば
よ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
非
伝
統
的
学
習
は
通
常
は
報
告
書
作
成
を
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
非
伝
統
的
学
習
の
利
点
は
、
学
習
者
が
自
分
自
身
で
価
値
を
自
覚
し
て
お
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
認
定
団
体
が
自
己
決
定
的
学
習
活
動
の
認
定
を
実
施
し
始
め
て
い
る
の
で
、
適
切
な
報
告
書
作
成
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
米
国
の
ほ
と
ん
ど
の
州
は
自
己
決
定
的
学
習
の
認
定
業
務
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
自
己
決
定
的
継
続
学
習
活
動
の
報
告
書
の
作
成
と
活
用
は
、
各
州
問
で
の
継
続
教
育
報
告
書
の
転
送
を
容
易
に
す
る
統
一
し
た
書
式
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
人
ひ
と
り
の
自
己
決
定
的
継
続
学
習
者
に
と
っ
て
、
こ
の
案
内
書
は
一
つ
の
提
案
と
し
て
み
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
自
己
決
定
的
継
続
教
育
の
た
だ
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
見
て
は
い
け
な
い
。
こ
こ
で
提
案
さ
れ
た
方
法
で
は
な
く
て
、
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
で
自
己
決
定
的
継
続
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
看
護
婦
は
か
な
り
多
い
の
で
あ
る
。
r4  
A 
し
か
し
自
己
決
定
的
継
続
教
育
の
認
定
を
申
講
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
の
書
式
の
報
告
書
の
作
成
が
必
要
と
な
る
か
ら
、
こ
の
案
内
書
は
そ
の
作
成
の
手
順
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
己
決
定
的
学
習
活
動
の
認
定
を
申
請
し
よ
う
と
し
て
い
る
看
護
婦
は
、
学
習
を
始
め
る
前
に
、
自
分
の
州
の
看
護
協
会
ま
た
は
看
護
婦
免
許
認
定
当
局
に
対
し
て
、
特
定
の
資
格
要
件
を
問
い
合
わ
せ
る
よ
う
に
と
助
言
を
受
け
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
い
く
つ
か
の
州
は
自
己
決
定
的
学
習
活
動
の
認
定
の
た
め
の
明
確
な
基
準
や
指
針
を
定
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
看
護
婦
免
許
証
認
定
団
体
は
、
個
人
の
学
習
の
成
果
、
ま
た
は
職
能
開
発
が
そ
の
人
の
実
務
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
限
り
、
多
様
な
学
研
究
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米
国
看
護
協
会
に
よ
る
自
己
決
定
的
継
続
教
育
の
認
定
基
準
(
宮
脇
陽
二
一
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子工
ブし
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育
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一
月
宵
内
容
と
学
宵
過
程
を
支
持
す
る
よ
う
に
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
各
免
許
認
定
同
体
は
、
基
本
方
針
に
か
か
わ
る
問
題
、
例
え
ば
白
己
決
定
的
航
続
学
宵
活
動
計
両
の
水
準
や
範
囲
、
ま
た
自
己
決
定
的
継
続
学
宵
活
動
の
許
存
可
能
な
量
と
い
う
よ
う
な
問
題
を
個
別
に
処
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
自
己
決
定
的
学
習
活
動
に
お
け
る
報
告
書
作
成
の
目
的
自
己
決
定
的
円
子
宮
活
動
に
お
け
る
報
止
門
書
作
成
に
は
、
四
つ
の
目
的
が
あ
る
川
自
己
設
計
・
自
己
決
定
的
学
宵
(凹巾-『巳巾出回開口巾巳-山内-{(廿「巾口一い伶〔]
-
Z「
口
】
口
問
)
(
ケ
ω
円
日
)
と
、
他
者
設
計
・
白
己
決
定
的
学
習
(
。
片
F
q
母
丘
町
ロ
色
。
E
Z
E円
H
E
-
E「
口
同
口
同
)
と
い
う
二
つ
の
次
元
を
含
む
自
己
決
定
的
学
習
の
概
念
を
紹
介
す
る
こ
と
。
山
自
己
設
計
過
程
に
つ
い
て
の
指
針
を
作
成
す
る
こ
と
。
間
州
免
許
当
局
(
印
E
i
5ロ
印
-
口
問
ぎ
身
)
ま
た
は
州
看
護
協
会
2
5
Z
ロ=『山巾凹ョ即日出。門戸田
H
H
C
ロ
)
の
よ
う
な
、
継
続
教
育
の
認
定
凶
体
が
、
自
己
設
計
自
己
決
定
的
学
習
に
適
用
す
る
認
定
慕
辛
を
作
成
す
る
こ
と
。
州
統
続
教
育
の
適
切
な
学
習
形
態
で
あ
る
自
己
決
定
的
学
習
の
採
用
に
、
中
夫
質
的
な
貢
献
を
行
う
こ
と
。
四
自
己
決
定
的
学
習
の
定
義
自
己
決
定
的
学
宵
と
は
広
い
範
同
に
わ
た
る
学
習
活
動
で
あ
る
。
自
己
設
計
/ 、
ぐ〉
に
よ
る
か
、
ま
た
は
他
者
設
計
に
よ
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
自
己
決
定
的
学
習
活
動
と
は
学
習
円
者
が
円
子
育
過
程
に
お
い
て
自
発
的
に
取
り
組
み
、
自
分
で
責
任
を
取
る
活
動
で
あ
る
。
自
己
設
計
学
習
と
他
者
設
計
学
習
と
の
ち
が
い
は
、
円
子
育
者
が
ど
れ
く
ら
い
ま
で
学
習
の
変
動
因
子
を
統
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
自
己
設
計
学
習
活
動
で
は
、
学
珊
日
者
は
学
習
の
変
動
国
子
の
大
部
分
を
統
制
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
他
者
設
計
学
習
活
動
で
は
、
学
習
者
よ
り
も
他
の
だ
れ
か
が
学
宵
の
変
動
同
子
の
大
部
分
を
統
制
す
る
の
で
あ
る
。
学
宵
の
変
動
因
子
は
、
次
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
①
学
習
志
欲
を
自
分
自
身
の
意
欲
で
あ
る
と
十
分
に
自
覚
し
て
い
る
こ
と
②
学
宵
活
動
の
主
題
と
目
標
③
川
子
育
目
的
ま
た
は
期
待
さ
れ
る
成
果
④
適
切
な
学
背
経
験
⑤
学
習
資
源
⑥
環
境
⑦
時
間
⑧
速
度
(
宮
内
市
⑨
評
価
方
法
⑭
報
告
書
作
成
(
号
門
戸
呂
E
E
Sロ
)
の
方
法
五
自
己
決
定
的
学
習
活
動
の
例
H
自
己
設
計
学
習
(
学
習
者
が
学
宵
の
変
動
同
子
の
大
部
分
を
統
制
す
る
。
①
特
定
の
看
護
問
題
に
つ
い
て
の
非
公
式
な
調
査
②
個
人
の
科
学
的
研
究
③
自
分
で
重
点
を
絞
り
こ
ん
だ
文
献
調
査
④
独
ー
し
た
学
習
活
動
計
画
口
他
者
設
計
学
習
(
学
習
者
は
学
宵
の
限
定
さ
れ
た
数
の
変
動
因
子
だ
け
を
統
制
す
る
o
)
①
通
信
教
育
過
程
②
学
宵
内
容
が
包
括
的
に
詰
め
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
学
習
活
動
③
読
書
指
導
④
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
教
育
⑤
プ
ロ
グ
ラ
ム
ハ
子
育
日
自
己
設
計
学
習
か
他
者
設
計
学
習
か
の
い
ず
れ
か
の
選
択
学
習
①
研
修
旅
行
②
臨
床
実
習
③
学
習
変
動
肉
子
の
共
同
分
担
管
理
に
よ
る
臨
床
看
護
実
習
-'-ー/、
自
己
設
計
に
よ
る
自
己
決
定
的
学
習
過
程
自
己
設
計
学
習
過
程
は
計
画
、
実
施
、
評
価
、
報
告
書
作
成
の
四
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
一
人
ひ
と
り
の
学
習
者
が
自
己
決
定
的
学
習
活
動
を
行
う
よ
う
に
す
る
た
め
の
段
階
は
、
次
に
一
不
す
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
A
か
ら
D
ま
で
の
四
つ
の
段
階
は
、
学
習
者
が
認
定
委
員
会
に
対
し
て
、
自
己
決
定
的
円
子
宵
活
動
計
画
書
を
提
出
す
る
場
合
の
例
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
凶
計
画
(
備
考
・
計
画
過
程
の
ど
の
段
階
で
あ
っ
て
も
、
学
習
活
動
の
実
施
段
階
で
は
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
什
学
問
符
意
欲
を
自
分
自
身
の
意
欲
と
し
て
自
覚
す
る
こ
と
。
学
問
白
意
欲
と
は
、
個
人
が
自
覚
し
て
い
る
意
欲
で
あ
っ
て
も
よ
い
し
、
他
者
(
例
え
ば
指
導
者
の
よ
う
な
人
)
か
ら
影
響
を
受
け
た
意
欲
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
倒
人
は
、
ど
ん
な
意
欲
が
自
己
設
計
学
習
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
の
か
を
決
定
し
、
い
く
つ
か
の
学
習
目
標
と
、
そ
の
優
先
順
位
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
口
学
習
活
動
で
の
特
定
の
重
点
内
存
へ
の
絞
り
込
み
学
四
円
活
動
の
章
一
点
内
容
は
職
務
能
力
と
、
必
要
と
さ
れ
る
実
務
に
関
連
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
習
目
的
は
発
展
的
に
説
明
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
学
宵
活
動
と
、
そ
れ
以
前
か
将
来
の
学
習
活
動
と
の
関
連
を
説
明
す
る
の
に
役
J
M
つ
の
で
あ
る
。
日
期
待
さ
れ
る
成
果
と
し
て
の
目
的
の
設
定
期
待
さ
れ
る
成
果
は
、
学
習
者
の
目
的
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
的
は
見
積
も
り
が
可
能
で
あ
り
、
達
成
が
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
一
般
的
な
目
的
の
説
明
よ
り
も
、
も
っ
と
特
定
さ
れ
た
目
的
を
説
明
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ア
セ
ス
メ
/
ト
明
学
習
資
源
と
学
習
経
験
の
評
価
と
選
定
円
子
宵
目
的
は
学
宵
資
源
と
学
問
内
経
験
の
選
定
の
質
と
量
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
も
し
多
様
な
学
宵
資
源
が
利
用
で
き
る
な
ら
ば
、
学
習
者
は
ど
れ
が
学
習
活
動
の
た
め
に
肢
も
適
切
で
あ
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
独
か
、
ま
た
は
組
合
せ
で
利
用
で
き
る
学
習
資
源
の
例
は
、
次
に
示
す
通
研
究
ノ
l
卜
米
国
看
護
協
会
に
よ
る
自
己
決
定
的
継
続
教
育
の
認
定
基
準
(
{
片
脇
陽
三
)
教
育
学
部
論
集
第
八
日
す
二
九
九
七
年
三
月
)
り
で
あ
る
。
⑦
図
書
館
司
書
a 
物
的
資
源
回
評
価
方
法
の
決
定
学
習
者
が
、
ど
れ
く
ら
い
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
を
、
測
定
す
①
録
音
テ
l
プ
と
記
録
②
患
者
の
問
診
書
と
診
療
記
録
③
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
教
育
④
通
信
教
育
過
程
⑤
学
習
単
位
別
時
間
割
表
(
モ
ジ
ュ
ー
ル
)
⑥
視
聴
覚
教
具
・
教
材
一
式
(
ス
ラ
イ
ド
の
テ
l
プ
と
フ
ィ
ル
ム
)
⑦
看
護
学
の
専
門
書
と
専
門
雑
誌
る
た
め
の
評
価
方
法
が
重
要
で
あ
る
。
特
定
の
評
価
用
具
ま
た
は
評
価
技
法
の
選
択
は
、
目
的
の
性
質
と
規
模
、
利
用
可
能
な
学
習
資
源
、
学
習
者
の
好
み
な
ど
の
要
素
で
決
ま
る
の
で
あ
る
。
同
報
告
書
作
成
の
手
順
報
告
書
の
作
成
は
、
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う
確
か
な
証
拠
を
残
す
こ
と
⑧
看
護
学
以
外
の
分
野
の
参
考
書
に
な
る
。
報
告
書
の
作
成
の
手
順
は
、
次
に
一
不
す
通
り
で
あ
る
。
@
報
告
書
こ
れ
に
は
評
価
者
の
所
見
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
評
価
者
の
所
見
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
そ
の
他
専
門
論
文
。
⑨
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
小
冊
子
⑩
絵
画
、
図
面
、
図
表
⑪
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
⑫
ラ
ジ
オ
⑥
専
門
雑
誌
か
ら
の
出
版
承
諾
通
知
書
①
臨
床
技
能
適
格
証
明
書
(
認
可
当
局
が
要
求
す
る
場
合
に
は
、
当
該
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
証
明
書
が
必
要
で
あ
る
。
)
⑬
電
話
⑭
テ
レ
ビ
④
注
釈
付
き
の
参
考
文
献
一
覧
表
@
当
該
領
域
の
専
門
家
が
実
施
し
た
筆
記
試
験
合
格
証
明
書
b
.
人
的
資
源
①
事
例
研
究
報
告
書
こ
れ
に
は
評
価
者
の
所
見
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
評
価
者
の
所
見
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
プ
ロ
ジ
工
ク
ト
出
学
習
活
動
の
時
間
割
表
の
作
成
①
業
務
提
携
し
て
い
る
保
健
婦
②
患
者
③
臨
床
看
護
専
門
家
④
同
僚
、
同
業
友
人
、
共
同
従
業
員
⑤
教
師
(
看
護
学
お
よ
び
他
の
専
門
分
野
)
学
習
活
動
の
終
了
の
た
め
に
必
要
な
総
時
間
数
(
時
間
、
日
数
、
週
数
、
月
数
)
の
見
積
り
は
、
学
習
者
が
時
間
の
効
率
的
な
利
用
計
画
を
立
案
す
る
の
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。
⑥
家
族
こ
の
計
画
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
の
日
標
達
成
日
が
記
入
さ
れ
る
。
学
習
者
は
ま
た
自
分
の
学
習
の
仕
方
に
適
切
な
速
度
と
環
境
を
決
定
し
、
学
習
目
標
の
達
成
を
容
易
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
学
習
計
画
書
の
認
定
を
申
請
す
る
時
に
、
学
習
者
は
学
習
計
画
の
実
施
に
必
要
な
面
接
指
導
時
間
を
記
入
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
倒
実
施
学
習
者
が
学
習
計
画
を
実
施
す
る
場
合
、
提
出
済
み
の
学
習
計
画
書
を
修
正
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
期
待
さ
れ
た
成
果
ま
た
は
目
的
が
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
新
し
い
展
開
や
、
知
識
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
変
更
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
学
習
者
の
意
欲
や
興
味
が
変
わ
っ
て
、
元
の
学
習
計
画
が
適
切
で
は
な
い
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
学
習
資
源
の
補
充
が
必
要
と
な
っ
た
り
、
異
な
る
学
習
経
験
が
求
め
ら
れ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
修
正
は
、
(
合
理
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
)
最
終
報
告
書
の
中
に
記
入
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
認
可
当
局
と
再
交
渉
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
間
評
価
学
習
者
に
よ
る
形
成
的
評
価
は
、
学
習
過
程
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
学
習
者
は
学
習
目
標
の
達
成
に
向
か
っ
て
進
む
の
を
助
け
ら
れ
た
り
、
ま
た
元
の
着
想
を
現
状
に
合
わ
せ
て
改
良
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
に
な
る
。
総
括
的
評
価
は
最
終
の
段
階
で
行
わ
れ
る
が
、
学
習
者
は
、
所
定
の
目
的
を
ど
れ
く
ら
い
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
倒
報
告
書
の
作
成
学
習
計
画
が
終
了
す
る
と
、
最
終
報
告
書
が
認
定
当
局
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
認
定
当
局
は
最
終
報
告
書
の
形
態
ゃ
、
内
容
の
概
要
を
指
定
す
る
こ
と
が
あ
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
指
定
が
な
い
場
合
に
は
、
報
告
書
が
学
習
の
成
果
を
適
切
に
説
明
し
て
い
る
な
ら
ば
、
ど
ん
な
形
態
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
な
お
学
習
目
的
が
ど
れ
く
ら
い
達
成
さ
れ
た
か
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
ど
れ
く
ら
い
の
所
要
時
間
数
が
配
当
さ
れ
た
か
を
示
す
た
め
の
追
加
情
報
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
回
認
定
の
申
請
自
己
決
定
学
習
活
動
報
告
書
の
申
請
先
を
持
っ
て
い
な
い
州
の
居
住
者
は
、
自
分
の
独
立
学
習
活
動
報
告
書
を
、
前
述
の
作
成
手
順
の
例
を
参
考
に
し
て
、
全
国
看
護
協
会
へ
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
日
付
と
氏
名
と
住
所
と
看
護
婦
免
許
証
番
号
を
記
入
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
七
自
己
設
計
・
自
己
決
定
的
学
習
計
画
書
の
認
定
基
準
州
看
護
協
会
ま
た
は
州
開
業
認
可
委
員
会
に
よ
る
看
護
学
継
続
教
育
の
認
定
基
準
、
な
ら
び
に
自
己
設
計
・
自
己
決
定
的
学
習
計
画
書
の
認
定
基
準
は
、
次
に
一
不
す
通
り
で
あ
る
。
凶
学
習
計
画
書
の
事
前
認
定
基
準
川
学
習
意
欲
①
学
習
計
画
書
が
本
人
自
身
の
学
習
意
欲
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
か
。
⑥
学
習
計
画
室
日
に
記
載
さ
れ
て
い
る
説
明
は
、
自
己
設
計
学
習
と
認
定
さ
れ
る
学
習
意
欲
に
合
致
す
る
実
施
可
能
な
方
法
に
な
っ
て
い
る
か
。
研
究
ノ
l
ト
米
国
看
護
協
会
に
よ
る
自
己
決
定
的
継
続
教
育
の
認
定
基
準
(
{
円
脇
陽
二
一
)
教
育
学
部
論
集
第
八
号
二
九
九
七
年
三
月
)
山
学
別
白
計
画
書
の
重
点
目
標
④
題
目
は
特
定
の
重
点
領
域
に
絞
り
こ
ん
で
い
る
か
。
⑥
学
習
目
標
に
は
、
円
子
育
計
画
書
の
内
容
と
、
学
習
者
の
専
門
的
実
務
や
能
力
お
よ
び
看
護
実
務
に
役
立
つ
系
統
的
な
知
識
と
の
関
連
性
を
述
べ
て
あ
る
か
①
学
宵
計
画
の
概
要
が
、
学
期
円
計
画
書
の
中
に
記
載
し
て
あ
る
か
。
④
も
し
該
当
す
る
な
ら
ば
、
」
の
学
習
計
画
書
と
、
以
前
に
学
営
者
が
実
施
し
巾
詰
し
た
学
習
活
動
と
の
関
連
性
を
述
べ
て
あ
る
か
。
例
え
ば
学
習
者
の
長
期
的
な
研
究
目
的
と
の
関
連
性
が
述
べ
て
あ
る
か
。
明
目
標
④
目
標
は
明
確
に
述
べ
て
あ
る
か
。
⑥
目
標
は
所
定
の
時
間
内
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、。
品
川
①
目
標
は
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
、
つ
に
な
っ
て
い
る
か
。
④
目
標
は
学
習
者
の
実
力
に
合
っ
て
い
る
か
。
凶
学
資
資
源
と
学
習
経
験
①
適
切
な
学
官
資
源
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
。
⑥
適
切
な
学
習
資
源
が
確
認
ま
た
は
説
明
を
し
て
あ
る
か
。
①
学
習
経
験
は
目
標
達
成
に
関
連
し
て
い
る
か
。
間
評
価
④
期
待
さ
れ
た
結
果
を
評
価
す
る
た
め
の
計
画
は
、
目
標
に
基
づ
い
て
作
成
し
で
あ
る
か
。
⑥
評
価
方
法
を
示
し
て
あ
る
か
。
ノ、
I!Y 
制
報
告
書
報
告
書
作
成
の
手
順
を
記
載
し
て
あ
る
か
。
川
所
要
時
間
の
見
積
り
④
学
宵
計
画
を
終
了
す
る
の
に
必
要
な
〈
土
時
間
数
(
時
間
数
、
日
数
、
週
数
、
月
数
)
の
見
積
り
を
記
載
し
て
あ
る
か
。
④
見
積
り
さ
れ
た
時
間
内
で
、
学
習
計
画
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。①
学
習
者
が
中
請
し
た
面
持
指
導
時
間
数
の
見
積
り
は
、
学
習
計
画
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
岡
学
習
活
動
の
事
後
認
定
基
準
前
述
の
始
め
の
三
つ
の
手
順
の
他
に
、
学
習
活
動
の
終
了
の
認
定
基
準
は
、
次
に
一
不
す
通
り
で
あ
る
。
川
学
習
資
源
と
学
習
経
験
④
学
習
資
源
を
適
切
に
活
用
し
て
い
る
か
。
⑥
学
習
経
験
は
目
標
達
成
に
適
切
で
あ
っ
た
か
。
叩
学
習
内
符
④
学
習
活
動
の
終
了
時
点
で
の
学
習
内
容
は
、
今
日
的
課
題
の
解
決
に
適
切
で
あ
っ
た
か
。
⑥
学
習
内
市
什
は
論
理
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
。
①
学
習
内
容
と
学
期
'H
目
標
は
首
尾
一
貫
し
て
い
る
か
。
④ (3) 
目評
標価
達
成
の
証
拠
が
弓三
さ
れ
て
し、
る
か
⑤
目
標
達
成
を
評
価
方
法
の
活
用
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い
る
か
。
凶
報
告
書
向
一
報
生
門
書
に
は
学
習
計
一
幽
の
終
了
に
一
要
し
た
時
間
数
を
記
入
し
て
あ
る
か
。
⑥
円
子
育
者
が
申
請
し
た
面
持
指
導
時
間
数
は
、
学
別
自
活
動
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
資
料
に
つ
い
て
の
所
見
H
米
国
看
護
協
会
は
現
職
看
護
婦
の
寸
白
己
設
計
・
自
己
決
定
的
紋
杭
教
育
し
と
い
う
研
修
事
業
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
遂
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
の
専
門
職
業
、
例
え
ば
教
育
職
や
福
祉
職
な
ど
の
成
人
教
育
事
業
の
典
型
と
し
て
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
自
己
設
計
・
自
己
決
定
的
継
続
教
育
と
は
既
に
刊
得
し
た
知
識
、
技
能
、
態
度
の
上
に
積
み
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
つ
ね
に
修
正
し
て
い
く
生
枇
学
宵
過
程
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
煎
要
な
こ
と
は
、
職
業
的
実
務
の
改
善
や
向
上
を
図
っ
て
い
く
日
以
終
的
責
任
は
、
円
子
四
向
者
個
人
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
白
己
設
計
・
臼
己
和
決
定
的
円
子
宮
活
動
の
認
定
当
同
が
専
門
職
凶
体
で
あ
れ
、
行
政
当
い
周
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
白
己
設
計
・
自
己
決
定
的
継
続
学
習
活
動
は
、
学
羽
H
者
自
身
が
す
べ
て
の
学
習
過
程
の
主
導
権
と
責
任
を
取
る
も
の
で
あ
り
、
の
最
大
の
利
点
は
、
専
門
的
な
学
宵
意
欲
を
満
た
す
裁
量
を
個
人
に
与
え
て
い
る
こ
と
あ
る
。
口
わ
が
国
の
石
護
教
育
制
度
は
社
会
の
要
請
や
、
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
が
、
ま
だ
発
反
の
途
上
に
あ
る
。
わ
が
国
で
は
国
民
の
生
活
水
準
が
向
上
し
、
医
学
や
医
療
技
術
も
発
展
し
、
高
度
医
療
に
対
応
す
る
看
護
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
人
口
の
高
齢
化
現
象
等
に
よ
り
、
医
娘
、
看
護
、
介
護
等
の
社
会
的
要
請
が
生
じ
て
き
て
お
り
、
と
り
わ
け
看
護
や
介
護
の
新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
質
の
高
い
看
護
職
者
の
養
成
と
確
保
、
ま
た
看
護
専
門
職
者
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
厚
生
省
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
期
待
さ
れ
る
看
護
職
者
と
し
て
、
次
の
四
つ
の
条
件
を
求
め
て
い
る
。
①
専
門
職
と
し
て
詩
り
得
る
社
会
的
評
価
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
②
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
に
足
る
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
有
し
、
併
せ
て
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
自
ら
研
修
に
努
め
る
こ
と
。
③
患
者
心
理
に
つ
い
て
人
間
と
し
て
感
受
性
高
く
受
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
質
を
持
ち
、
問
題
解
決
の
た
め
の
方
法
等
を
的
確
に
判
断
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
④
多
く
の
職
種
と
協
力
し
な
が
ら
、
患
者
が
最
適
な
療
養
生
活
が
送
れ
る
よ
う
調
整
役
と
な
り
、
良
き
指
導
性
を
発
揮
で
き
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
資
質
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、
看
護
職
者
を
取
り
巻
く
職
域
や
看
護
教
育
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
看
護
学
の
基
礎
教
育
の
卒
業
後
に
行
わ
れ
る
縦
続
教
育
制
度
の
整
備
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
現
そ
職
看
護
婦
に
対
す
る
航
続
教
育
支
援
制
度
は
、
日
本
で
は
ま
だ
十
分
に
確
立
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
円
日
本
看
護
協
会
は
米
国
看
護
協
会
と
比
べ
る
と
、
会
日
只
数
は
と
も
か
く
と
し
て
、
社
会
的
な
発
一
一
二
口
力
と
か
影
響
力
で
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
日
米
両
国
と
も
に
、
「
看
護
に
お
け
る
縦
続
教
育
は
、
既
に
取
得
し
た
研
究
ノ
l
卜
米
国
看
護
協
会
に
よ
る
自
己
決
定
的
継
続
教
育
の
認
定
基
準
(
宵
脇
陽
二
一
)
ノ、
!， 
教
育
学
部
論
集
第
八
号
二
九
九
七
年
三
月
)
知
識
・
技
能
・
態
度
の
上
に
積
み
上
げ
ら
れ
る
生
涯
学
習
過
程
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
と
、
看
護
職
者
が
専
門
職
業
人
と
し
て
仕
事
を
続
け
る
た
め
に
生
涯
学
習
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
共
通
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。
看
護
学
の
継
続
学
習
を
行
う
こ
と
で
人
間
と
し
て
も
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
最
新
の
看
護
理
論
を
看
護
実
践
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
、
共
通
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
米
両
国
の
看
護
学
の
継
続
教
育
に
お
け
る
相
違
点
は
、
次
に
一
不
す
通
り
で
あ
る
。
①
米
国
で
は
看
護
学
の
継
続
教
育
が
大
学
院
修
士
・
博
士
課
程
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
で
は
ま
だ
質
量
と
も
に
十
分
で
は
な
い
。
②
米
国
で
は
大
学
院
以
外
の
学
会
や
研
修
会
へ
の
参
加
に
よ
る
継
続
学
習
も
、
正
規
の
学
習
単
位
と
し
て
加
算
で
き
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
が
、
わ
が
国
で
は
学
習
単
位
の
大
学
院
間
相
五
換
算
協
定
も
十
分
で
は
な
い
し
、
学
外
で
の
学
習
単
位
の
算
入
制
度
も
十
分
で
は
な
い
。
③
自
己
設
計
・
自
己
決
定
的
継
続
学
習
は
学
習
者
が
自
己
の
責
任
と
自
発
的
に
行
う
も
の
で
あ
る
。
自
己
設
計
か
他
者
設
計
か
に
よ
っ
て
学
習
変
動
因
子
は
変
わ
る
と
し
て
も
、
と
に
か
く
自
分
自
身
の
関
心
や
能
力
や
学
習
速
度
に
合
わ
せ
て
、
学
習
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
自
己
設
計
・
自
己
決
定
的
継
続
学
習
が
成
立
す
る
土
台
に
は
、
学
習
者
の
個
性
や
自
律
性
や
自
主
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
。
し
か
し
わ
が
国
の
専
門
看
護
の
職
場
の
中
で
は
、
医
師
の
医
療
と
看
護
婦
の
看
護
と
が
相
互
対
等
の
協
力
関
係
(
パ
l
ト
ナ
リ
ダ
ン
ノ
プ
フ
ォ
ロ
ワ
!
ン
ツ
プ
ー
シ
ッ
プ
)
と
い
う
よ
り
も
、
医
師
の
指
導
性
と
看
護
婦
の
従
属
性
と
い
う
関
係
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
④
米
国
の
大
学
院
で
は
現
職
看
護
婦
の
継
続
学
習
を
支
援
す
る
教
授
・
講
師
数
が
日
本
と
比
べ
る
と
き
わ
め
て
多
い
。
日
本
の
大
学
院
で
は
教
授
・
講
師
は
学
部
と
兼
担
に
な
っ
て
お
り
、
継
続
教
育
の
専
従
教
員
数
は
き
わ
め
て
少
数
で
あ
る
。⑤
看
護
婦
お
よ
び
日
本
看
護
協
会
の
社
会
に
対
す
る
発
言
権
は
、
米
国
と
比
べ
る
と
、
あ
ま
り
大
き
い
と
は
い
え
な
い
。
看
護
専
門
職
者
の
社
会
的
地
位
の
向
上
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
(
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